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　　　TMI 陸上 降雨強度推定ア ル ゴ リズ厶 の 比較評価一 低周波数観測の 役割に 着 目して一

de
瀬戸心太 （東京大学　地球観測 データ統融合連 携研 究機構／ 生産技術研究所）

はじめに

　　TM 【などの マ イクロ 波放射計を用 い て 陸 上 の 降雨強度を推

定す る際に は、散 乱アル ゴリズ ム が 用い られる。散 乱 アル ゴ リズ

ム は、高周波数（TM 匸の 揚 合 85．5GHz）の 観狽1輝度温度が 固体

降水に よる散乱 の 影響で 低下することを用 い て お り、そ の 原理 上

地 表面降水強度 の 推定精度は
一
卜分とは言えない 。木研究で は、

TMI 用 の 複数の 陸上降水 強度推定アル ゴ リズム につ い て PR と

の 同時観測 を用い た精度評価 を行 い 、誤 差と降水・環境特性の

関係を示す。実際には、い くっ かの アル ゴ リズ ム で、補助的で は

あるが低周波数 の チ ャン ネル （本研究で は、37．OGHz 以 下を指

す）が使われて い る。そ の 役割につ い て 特に 着 日して述べ る。

  用睦上降水強度推定アル ゴ リズ厶

　　5 つ の アル ゴ リズ ムを秦像 とす る。GPROF は ［［MI の 標 準

ア ル ゴ リズ ム （2A12）に採用されて い るもの であり、　Version5（V5），
VersiDn6（V6），お よび Version6 の 対流 ・層 状 判 別を用 い な い

版（V6M ）を扱う。
　V6M は、通常スキャ ン エ ッジに適用されるア ル

ゴ リズ ム で ある が、本研究で は 全ピクセル に適用す るよう独 自に

計 算 し た。ま た 、GSMaP の TMI 用 ア ル ゴ リズ ム の

Version4．5（▽4．5），
　VersiOn4．7（V4．7）を用い た。い ず れ の ア ル ゴ

リズ ム も 85．5GHz を主 に 用い るが、　GPROF 　V5 で は 21．3GHz

と 85．5GHz の 差 （S1）と降水強度を 対応付 け て い る。また 、

GPROF 　V6 で は、対 流・層状判別の 際 に 10．7GHz お よび

37．OGHz を用い て い る。　GSMaP 　V4 ．7 で は 、強 い 雨 に対し て

37．OGHz と降水強度を対応付 けるようにしてい る（青梨 2005）。

GPROF 　V6M お よび GSMaPV4 ，5 で は、低周波数チャン ネル

は 使われ てい ない 。
PR との マ ッ チァ ッ プに よる評価

　　 PR を用い た精度評価は 瀬戸 ほか （2005）に 示 した方 法 を

用い る。TMI とPR の 同時観測疥 il用してマ ッチア ップ データを

作成し、リトリーバ ル 誤 差お よび 降雨判 定誤 差を 定義する。本 研

究 で は、リトリ
ーバ ル 誤 差に 着目し、降水

・環境場特性との 関係

を調べ る。データは 1998 年から 2000年の 3年分を用い た。

降水・環境珊特性と ■丿ト1丿
一’くル誤差

（1）　・・

亠
度（SH ）との x 、：SH が高くなると、　TMI 降水 強度が

高くなる の は 散乱アル ゴ リズム の 特性上避けられない。た だ し、

SH が高い 雨は PR 降水強度も高い 傾向に あり、もし 両者がうまく

打ち消し合え ばリトリーバ ル 誤 差に は 影響しない 。実際に は、図

1 ｝び討 ように、層状蠍 で は SH ≦5  で は SH へ の依存

性は弱 い が、SH ≧5  で は SH が高い ほ どリトリ
ー

ノく曜 蹉 が

高くなる。また、tsma 水で は SH ≦6  で は、リトリ
ーバ ル 誤

郵 SH に 対して 負の 依 存牲 を持ち、　SH ≧6  にお い て正の

依存性を持つ 。SH ≧10km では、　GSMaP 　V4、5 が とくに強い 過

大評価を示 すの に対して 、GSMaP 　V4 ．7 で は 37．OGHz の 導入

に より改善され てい る。
（2）o℃ 高 との 系 ：次に、o℃ 高度（FH）との 関係を調べ る。 仮

に SH が同じで FH が 変化 すれば 散乱に寄 与す る固体降 水層

の 厚さが変化するか ら、 散乱ア ル ゴ リズ ム による推定 に影響する

と考えられ る。実際に、85．5GHz は SH の みな らず FH にも依存

性を持っ て い る（図 2左）。しか しながら、GPROF 　V5 および V6

で求められた   降水強度は、FH に 対する依存性が弱い。こ

の 理 由は、2 つ の ア ル ゴ リズ ム が 地 表面物 理 温度をよく反 映する

　10．7GHz または 21．3GHz を用い てい ることが 考えられる 。
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図 1．リ トリ
ーバ ル 誤差の SH 依存牲（左 ：層状性、右 ：融
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図 2，85．5GHz 輝度温 度の SH，FH 依存牲 （左）お よび ロ
ー

カル タイ

ム依存性佑 上 ：層状性、右下 ：対流性、実線は無 降水 の 場合）

（3）地 表面　　温度との 関係 ：次に、地表面輝度温度の リトリーバ

ル 誤差への 影響を調べ るた め に、影響の 顕著な SH − FH （固体

降水層の 厚さ）および PR 降水強度を固定して ロ
ーカル タイム依

存性 を解 析し た（図 2 右）。無降水状態で は、地表面物理 温度の

変勸 を反映して 85．5GHz の 日内変動が 見 られるの に対して、層

状性降水の ある場 合には、85．5GHz の 日内変動は ほ とん ど確

認 され ない 。す なわ ち、地 表面輝度温度の 影響が小さい ことを

示唆して い る。しか し、対流 性降水の 場合には、無 降水時同様に 、

昼 に 85．5GHz が 高くなる傾向が見られた。そ の 理 由は 明確に 分

か らない が 、結果として 85．5GHz の み に 依存するアル ゴリズム

は 夜に比ぺ て昼 に TMI 降水 6鍍 が低くなる傾向が 見られ る。 し

か し、GPROEV6 で は、この 傾向が 見られ ない 。この 理 由 は

10．7GHz の 利用で 説 明で きる。

低閥波蜘縢測の般割

　　　陸上 では、一般に 低周波数観測 か ら降水強度に 直接関係

する情報を得ることは 難しい と考え られ てい るが、以上 に 示した

ように低周波数観測が補助的に 有用 な場 合もある。（1）強い 雨の

場 合、（2）0℃ 高度の 変動 を打ち消すため、（3）対流性の 場合に 見

られる地 表面輝度温度 の 変動 を打ちため である。（Dにつ い て は

GSMaP 　V4．7でうまくとりい れられ てい る。  ，（3）に つ い て は

GPROF 　V6 などで結果的に 役割を果 たしてい るが、0℃ 高度変

動の 補正 などを意図して 導入され てい るの か は不 明で ある。
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